
「まるわかり！日本の防衛」の学校配布に関する質問事項（文部科学省） 
 
１．2025年版について 
① 2025年版は、都道府県・市町村の教育委員会、学校等に配布されたか。 
（回答） 
防衛省からは、2025 年版については 2024 年版のように防衛省から学校に直接配布していないと

伺っております。 
 
② 配布については、防衛省や都道府県の教育委員会や市町村の教育委員会とどうコミットした

か。 
（回答） 
特に何もしておりません。 

 
２．2026年版について 
小泉防衛大臣は 8 月 4 日、「文部科学省とも相談の上」で学校への配布を進める旨を発言してい
る。 
① 防衛省から、いつ、どのような相談を受けたのか。また、文科省はどのような回答・意見を

伝えたのか。 
（回答） 
防衛省から当該冊子を配布するにあたり相談があり、公立学校への配布方法については「学校に

配布したい書籍については、様々な機関が教育委員会に直接依頼し、配布するかどうかは各自治体
で判断している」、また、私立学校への配布方法については「設置者である各学校法人または都道府
県の私立学校主管部局に直接ご相談いただきたい」と回答しています。 
また、防衛省の取組への協力依頼文を出していただくことは可能かと相談があり、文部科学省か

ら「依頼文を発出することは致しておりません」と回答しています。 
 
② 文科省は 2026 年版の冊子そのものを確認したか。確認したのであれば、子どもに配布する

ものとして教育的な観点から内容を検討したか。 
（回答） 
当該冊子の内容については、防衛省のウェブサイトに公表されており、拝見しております。当該

冊子は、防衛省・自衛隊について子供向けに解説し、理解を得るために、防衛省として責任を持っ
て作成されたものと承知しております。 
 
③ 小学校高学年、中学生、高校生という発達段階の異なる児童生徒に同じ冊子を配布すること

について、教育的な検討を行ったか。 
（回答） 
当該冊子は防衛省が、防衛省・自衛隊について子供向けに解説し、理解を得るために、防衛省と

して責任を持って作成されたものと承知しております。 
 
 



 
④ 防衛省との 2026 年版の学校配布に関する協議・相談について、通知、依頼文、事務連絡、

メール、協議記録、説明資料等を提出されたい。 
（回答）  
協議過程については提出を差し控えさせていただきます。 

 
⑤ 2026 年版の学校配布に関し、文科省から各教育委員会や学校への、通知、依頼文、事務連

絡、説明資料等を提出されたい。 
（回答） 

2026 年版冊子の学校配布に関して、文部科学省から各教育委員会や学校へ送付した文書等はご
ざいません。 
 
３．学校・教育委員会の自主判断について 
文科省はこれまで、「まるわかり！日本の防衛」の配布について、教育委員会や学校に協力する
法的義務はなく、各教委・学校が独自に配布の適否を判断できると回答している。 
① 都道府県教育委員会が配布を希望した場合でも、市町村教育委員会又は個々の学校は「受け

取らない」と判断できるということでよいか。また個々の学校は、冊子を受け取らない、図
書館に置かない、児童生徒に配布しない、授業で使用しないという判断をそれぞれ独自に行
えるということでよいか。 

（回答） 
市町村立学校への配布については、都道府県教育委員会は市町村教育委員会に対して指導・助言

をすることができますが、原則として法的拘束力を有する指示はできず、当該冊子の配布や活用に
ついては、地域や学校、児童生徒の実態等に応じて学校の設置者である市町村教育委員会の責任の
下で、その取扱いを決めるものであると考えます。 
 
② 小泉防衛大臣が「文部科学省とも相談の上」と発言しているが、文科省は 2026 年版の学校

配布を推奨しているのか、推奨していないのか。明確に回答されたい。 
（回答） 

当該冊子の配布や活用については、地域や学校、児童生徒の実態等に応じて学校の設置者の責任
の下で、その取扱いを決めるものです。このため、当該冊子について、文部科学省として推奨する
か否かの見解を示すことは適切ではないと考えます。 

 
③ 文科省として配布を推奨していないのであれば、「防衛省からの依頼であっても、受領・配

布・図書館への設置・授業利用等はいずれも任意である」ことを各教育委員会・学校に明確
に周知すべきではないか。 

（回答） 
文部科学省として推奨しているか否かの見解を示すことは適切ではないため、お答えは差し控え

させていただきます。 


